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   つがる西北五広域連合障害者介護給付費等判定審査会委員  
   の報酬等に関する条例  
 

平成１８年  ３  月２４日  
条  例  第   ７   号  

改正 平成２２年１１月２５日  
条  例  第   ６   号  

改正 平成２９年  ３  月３１日  
条  例  第 ４ 号  

改正 令和  元  年  ７  月１６日  
条  例  第 ３ 号  

 
 （趣旨）  
第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９２条において準用す

る同法第１３８条の４第３項に定めるところにより、障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号。以下「法」という。）第１５

条の規定に基づいて設置するつがる西北五広域連合障害者介護給付費等判定審査会（以

下「判定審査会」という。）の委員に対する報酬及び費用弁償の額並びにその支給方法に

関し必要な事項を定めるものとする。  
    （平成２９条例４・一部改正）  
 （報酬）  
第２条 判定審査会の委員が法第２６条第２項に規定する審査判定業務に従事したときは、

別表第１に定める額の報酬を支給する。  
 （支給方法）  
第３条 判定審査会の委員の報酬は日額とし、その職務に従事した日数に応じて報酬を支

給する。  
 （費用弁償）  
第４条 判定審査会の委員が職務上の事由により旅行したときは、つがる西北五広域連合

職員等の旅費及び費用弁償に関する条例（平成１１年つがる西北五広域連合条例第１３

号。以下「旅費条例」という。）の規定に準じ、別表第２によりその費用を弁償する。  
    （令和元条例３・一部改正）  
２ 判定審査会の委員が判定審査会に出席したときは、別表第２に掲げる額のうち鉄道賃

及び車賃を支給する。ただし、当該路線が２キロメートル未満の場合は、これを支給し

ない。  
    （平成２２条例６・一部改正）  
第５条 この条例に定めるもののほか、必要な事項は、広域連合長が定める。  
   附 則  
 この条例は、平成１８年４月１日から施行する。  
   附 則（平成２２年条例第６号）  
 この条例は、公布の日から施行し、平成２２年４月１日から適用する。  
   附 則  
 この条例は、公布の日から施行する。  
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   附 則（令和元年条例第３号）  
 この条例は、令和２年４月１日から施行する。  
 
 
別表第１（第２条関係）  
 

        区         分  報  酬  の  額  

 判定審査会の長  
 障害者自立支援法施行令（平成１８年政令  
 第１０号）第８条第２項に規定する合議体  

  日額  ２２，０００円  

  の長、及びその職務代行者   

  その他の判定審査会の委員    日額  １８，５００円  

 
 別表第２（第４条関係）   

  日当（１日につき）    鉄道賃   車賃（１キロメートルにつき） 

 ２，６００円   旅費条例の規定に準じる   ３７円  

 


